まほうの道具　　　　　　　　　　　《小学生の部　金賞》
川内小学校６年　永井　百笑
スマートフォンやケータイが普及している今、私達に求められるのは、メディアとの上手なつきあい方です。メディアと上手につきあうには、家族とのふれあいが大事だと私は思います。メディアとうまくつきあえていない人には、「スマートフォンやケータイにのめりこみ、家族との会話が少なくなっている」という大きな共通点があるのではないでしょうか。私の兄もスマートフォンを持っていますが、部屋からおりてきた時にしか会話をしません。スマートフォンやケータイは遠くの人と会話ができるまほうのような道具です。そのまほうに夢中になるのではなく、もっと家族とふれ合い、会話をすることで、スマートフォンやケータイと上手につきあえるのです。
スマホの日曜日　　　　　　　　　《小学生の部　銀賞》
伴南小学校４年　森本　悠月
児童保育から帰りわたしはかぎられた時間だけお母さんのスマホでゲームをします。もっとしたいと思うときが多いです。たしかにスマホは楽しいけどずっとやっているとどうなるのだろうと考えるとこわいです。だからわたしは「スマホの日曜日」を作って、一日スマホを使わないのはどうだろうと思いました。その日はスマホがないと不便だけど、そのかわりにスマホの使い方やありがたさをじっくり考えることができると思います。
マナーを守り、電子メディアとつきあおう　　　　　　　
《小学生の部　銅賞》
原南小学校６年　渡部　聖菜
わたしは、電子メディアと上手につきあうために三つのことを大切にしています。一つ目は適度な時間でケータイやインターネットとつきあうことです。夜おそくまでメールのやりとりをしたりすることで体調をくずしたりする場合があります。二つ目はインターネットでのルールやマナーを守ることです。インターネットでは相手の顔を見ることができないのでどんな人か分かりません。それに、知らず知らず相手を傷つけてしまうこともあります。メールでのやりとりは相手の気持ちを考えて行うことが大切です。三つ目は何か少しでも危ないことがあったらすぐ家族や先生に相談することです。一人でなやまないでみんなに相談することが大切です。
以上のことに気をつけて電子メディアと安全につきあっていきましょう。
みんなとの大切な時間　　　　　　《小学生の部　銅賞》
伴南小学校４年　中西　彩衣
わたしの家にはゲームがありません。なぜなら、両親が、子どもたちにはゲームを買わないときめたからです。わたしは、家で、妹といっしょにレゴをしたり、絵を書いたり、トランプをしたりしています。よく公園に行くと、友だちとゲームをしている人がいます。わたしは、なぜ公園にまできてゲームをするのかなー？と思いました。わたしが家で、テレビを見すぎているとお母さんにおこられます。あと公園で、ゲームをしている人は、なにも友だちと、話していません。友だちや、家族との時間を大切に、すごすためには、ゲームのしすぎはよくないなあと思います。
情報の正しい取り入れ方
東野小学校６年　松本　悠希　
ぼくは、インターネットから情報を取り入れる時に、気を付けている事があります。
それは、安全そうなサイトから情報を取り入れているという事です。
なぜかというと、もし、危険そうなサイトから間違った情報を自分が取り入れてしまい、その情報を他の人に話してしまうと、間違った情報が広まってしまい、その発生源となってしまうことがこわいからです。
ぼくが一番大切だと思うのは、「いろんな角度から見てみること」です。ぼくはその一つのサイトを信じるのではなく、他のサイトや、他のニュースからの情報を見比べ、どれが正しいかを判断してから取り入れるようにしています。
これからも、このことを大切にして、電子メディアと上手く付き合っていこうと思っています。
かぎられた時間を有効に
白島小学校６年　大歳　佳穂　
人には、時間がかぎられています。有効に使うためには、どうすればよいでしょうか。私は、方法の一つとしてテレビやインターネット、携帯電話を見たりする時間を決めるのが良いと思います。有効に使う、というのは自分のためだけではなく家族のために時間を使うことだと思います。家族とふれ合うのは大切だから、全く無しというのは悲しい状態です。家族とふれ合うのは、食事中の会話などの楽しい時間を過ごすのと同じです。自分だけの楽しみより、他の人と共感する楽しみの方が楽しいはずです。自分がより楽しくかぎられた時間を過ごすためにも、電子メディアを使う時間を決めてはどうでしょうか。
どうやったらテレビをみないですむかな？
石内北小学校１年　北野　愛翔
ぼくは、よるごはんをたべたあと、あまりテレビをみません。きょうりゅうのえをかいたり、ものがたりをかいたり、ずかんをつくったりしています。きょうりゅうのすごろくをつくって、かぞくみんなであそんでいます。でも、きょうりゅうのばんぐみはかならずみています。
テレビをたくさんみなくても、たのしくあそべます。
めざせ！ケータイ・スマホマスター
山本小学校６年　谷本　優衣
ケータイ・スマホは便利で、とてもすばらしい物です。友達とメールや電話で会話することができたり、調べたいこともすぐに調べられます。ですが、そんな便利なケータイ・スマホの使い方をまちがえてしまうと、大変なことになったり、家族との関係がこわれてしまうこともあるかもしれません。そこで私が考えたのは、家族や友達との間でルールを決めるということです。たとえば、一つ目、時間を決める。二つ目、ねる前の１時間前は使わない。三つ目、食事中は使わない。四つ目、サイトを見たりするときは大人にしてもいいか聞くなど、一つからでもいいのでルールを作ってみてはどうでしょうか。もし、ルールを作っても守れない人はケータイ・スマホを持つしかくなどないと思います。ルールを守ってめざせ！ケータイ・スマホマスター。
メールを安全に使うには
長束西小学校６年　島津　克実
ぼくは、メールなどを安全に使うには、いつも、気を付けながらしないといけないと思います。
なぜかと言うと、すごくメールはべんりだけど、危険なことが、かくれているからです。
たとえば、知らない人からのメールで、「この添付ファイルを開けば、ゲームがゲットできます。」というのが来て、もし、添付ファイルを開いたら、コンピューターウイルスに感染してしまうかもしれないからです。ほかにも、メールでは、相手の顔が見えないので、つい、人が傷つくような言葉を、相手に送ってしまうかもしれません。　　
だから、メールなどを使う時は、このファイルを開いたらどうなるか、この言葉をその人の前で言ったらどういう気持ちになるのかを、気をつけて考えながら、メールを使わなければいけないと思います。
いじめにつながる
口田東小学校６年　清本　名梨菜
私はたった一つのメールでいじめになると思っていませんでした。軽い気持ちで送ったメール。それは一人の楽しい未来をうばってしまうかもしれません。その人の変な画像、うわさは、とりけそうとしても、広まっていきておくれになってしまいます。
軽い気持ちでネタにされた人は傷つき、最悪の場合、ひきこもりになってしまうかもしれません。
私は、こんなことを思いました。
メールで、見えないからといって、相手をバカにしたり、いじめたりしない。
私がスマートフォンなどを持ったら、軽い気持ちで使用しないようにしたいです。
こんなことは起きないでほしいです。

正しくつきあおう！インターネット、スマートフォン
福木小学校６年　土井　悠羽
インターネット、スマートフォンは私たちの生活のなかでなくてはならない便利なものとなっています。そんな「便利」のうらには「危険」があります。ラインのトラブルがあったり、へんなサイトに入ってしまったり、メールアドレスが悪用されたりなど、インターネットを使うにつれて、たくさんの「危険」ととなりあわせになっています。
インターネットやスマートフォンをより便利に使うためには、ルール、マナーをきちんと守ることが大切です。今広島市は「10オフ運動」といい、10時までにメールをやめ、電源を切るという運動をしています。私は自分のけいたいはもっていないけれど、大きくなった時に、ルール、マナーをしっかり守り、電子メディアと正しくつきあいたいです。
私からの問いかけ
川内小学校６年　椎木　南歩
インターネットはとても便利です。メールでかんたんに話ができたり、けいたい電話で遠くにいる友達とも話をすることもできます。毎日インターネットと向き合っていたら、たくさんのメル友ができ、いろいろなことを知ることもできるでしょう。でも、それでいいのでしょうか。メールの友達とは話しても、学校では話せない。それはなぜ？インターネットは便利だけれど、実さいに顔を合わせておしゃべりをしたり、遊んだりはできません。インターネットは楽しいし、便利でもあります。でも本当にそれだけでいいのでしょうか。インターネットの友達も大切だけれど、もっとまわりの人とのコミュニケーションをすることも大切だと思いませんか？
インターネットとの付き合い方
川内小学校６年　速水　明日花
私が一番身近にあるメディアはスマートフォンだと思います。便利ですが使いすぎると良いことは一つもありません。まず一つ目は、メールを使いすぎると学校などで色々な人達と話す機会がへってしまうということです。学校だと声や表情が分かるけどメールでは知ることができません。だから、メールは出来るだけ使わず、現実での会話や遊びを大事にするべきだと思います。二つ目は、使いすぎると時間や場所をかまわず使ってしまい、他の人の迷わくになることです。それによって自分の体調がくずれたり周りの人を困らせてしまいます。だから、家の人と「ケータイは何時まで。」と時間を決めるべきだと思います。自分だけではなくて周りにも迷わくをかけないためにルールを決めてうまく付き合うことが大事だと思います。
電子メールの落とし穴
川内小学校６年　頼岡　峻世
現代の日本は、昔に比べて便利になっています。中でも電子メールは、相手との距離が遠くても使用できる一つの手段です。
電子メールのいいところはスマートフォンさえ持っていれば誰でも簡単にできることです。設定をすれば文字や絵文字などを入力して送信すれば相手とのやり取りが楽しめます。
しかし、便利なものには必ず欠点があります。それは、「相手の顔や表情が見れない」ということです。見えなかったら全く知らない人からの詐欺メールかどうかがわかりません。なので、電子メールと上手につきあうには、怪しいメールかどうかを見分ける必要があります。日頃から注意しておけば詐欺にあう可能性は低くなるのでぼくの家庭でも気をつけたいです。
電子メールを送るには
早稲田小学校６年　上田　空
私は、学校で言数の時間に「ルールを守って電子メールを利用しよう。」というテーマで電子メールの使い方を学習しました。
電子メールを送る時には、メールを送る相手の気持ちを考えることが大切だと思います。
なぜなら、思いのままに友達の悪口をかいたメールを送ると、友達に情報が流され、送られた人が、クラスの人からいじめを受けてしまうかもしれないからです。それで傷ついてしまい、学校に来なくなるかもしれません。テレビで、友達からのメールでいじめられ、不登校になった人がいるというニュースを見たことがあります。メールでいじめられている人が年々、増えているそうです。
いじめをなくすために、電子メールを送る時には、相手の気持ちを考えてメールを送るようにしましょう。
交流を大切に･･･
草津小学校６年　原　ひかり
私は、電子メディアと上手につきあうために友達や家族、まわりの人との交流を大切にすることが必要だと思います。その理由は、スマートフォンなどの電子メディアは１人で見たり、聞いたりすることの方が多く、家族や友達とスマートフォンで交流することは少ないと思うからです。ＬＩＮＥなどでつながっていたとしても、顔も知らない、話だけでつながっている人もきっといると思います。また、ＬＩＮＥだけで、ふだんの生活では全く話をしないという人の話も聞いたことがあります。このことから、私は、電子メディアと上手につきあうために、友達や家族、まわりの人との交流を大切にする必要があると考えます。
ネットを正しく使うために
大河小学校６年　亀井　麻由
　私は、学校の言語・数理運用科の授業で、「電子メディアとのつきあい方」について学習してびっくりしました。新聞記事の一部に書かれていた事実は、私が予想もしなかったことだったからです。その事実とは、通学途中や自宅のベッド、食卓でもスマートフォンのチェックの手を休めない人や、睡眠時間を削ってもネットをやっている人がいることです。その人たちは、私たちと同じ10代の学生たちでした。そのため、メディアコントロールなどの取り組みを行っているそうなので、このような人たちが多いのだと感じました。
私もスマートフォンを持っているので、ネットをする時間などを決め、メディアコントロールなどの活動にもチャレンジして、ネットを正しく使えるようにしていきたいと思います。
ネット依存にならないために
大河小学校６年　平岡　大和
電子メディアをしていると、それをやりすぎてしまい、ネット依存になってしまいます。そうなると、いつでもどこでも電子メディアを使ってしまい、電子メディアが無いと生きていけないような状況になってしまいます。
そこで、電子メディアと、どのようにしたら上手につきあえるのかを考えると、僕は、まず電子メディアを使う時間を親と一緒に考えて決め、計画的にやりたいと思っています。そして、それが続かなかったら、親に預けようと思います。僕も電子メディアを使いますが、ネット依存になりそうになった時は、自分の電子メディアとのつき合い方を見直したいと思います。
気をつけよう。インターネット
白島小学校６年　本庄　悠祐
ぼくは、メディアの中でインターネットの事について書こうと思います。ぼくも、生活の中でたくさんインターネットを使います。インターネットはすごく便利だけど、気づかないうちに、お金をとられたり、ネットを使ったいじめにあう人もいます。ネットの情報も本当とは限りません。だから、ぼくは、ネットの情報はうのみにせず、ニュースなど他のメディアとも比べてみることも大切だと思います。家で、ネットを使うときは、ルールを決めて使うことも大切だと思います。そうすれば、こわいことにまきこまれることも減ると思うからです。インターネットは、ぼくたちがいつも使うとても便利なものだけど、使い方を間ちがえるととてもおそろしいものにもなるんだと思いました。
電子メディアはルールを決めて使おう
東野小学校６年　山本　怜奈
私は電子メディアはとても便利でいいと思います。例えば、調べたい物はインターネットで調べれるし、スマートフォンなどで遠く離れている人とも話すことができます。
でも、電子メディアの使い方を間違えると生活に悪い影響を与えたりします。友達と夜遅くまでラインをしたり、個人情報が悪用されたりします。また、周りの人の迷惑になったりします。電車に乗っていると優先席に若い人がスマートフォンを見ながら座っていてお年寄りの人がしんどそうに立っていてもお年寄りに気付いていなかったりすることです。
私は、電子メディアと上手につきあうには電子メディアを使う時のルールを決め、自分のことだけでなく、周りの人のことも考えて使うことが大切だと思います。
テレビと仲良く
東野小学校６年　青木　優奈
私は、テレビといっしょに生活を楽しむためには、いくつかの約束を作ればもっと楽しくなれると思います。
まず、テレビを見る時間や、何時までという約束を作ったら、テレビに夢中になってやらなければいけない事を忘れたり、親に言われる事が無くなると思います。そうすれば、勉強や運動とも両立できて、生活リズムをこわす事が無くなります。
また、アニメやドラマ番組だけでなく、ニュース番組を見て、家族でその内容について話し合うのも良いと思います。話し合うことで会話が増え、場がなごむと思います。
これらの事の他にも、ルールや約束などを作って心がければ、テレビを見る時間が有意義な時間となり、生活が楽しくなると思います。
電子メディアを上手に使おう
亀崎小学校５年　今村　華乃
わたしは、電子メディアと上手につきあうには、次の二つの注意がいると思います。
一つ目は、家族ときちんと電子メディアを使う時間、何時まで使っていいのかを相談することです。きちんと使う時間を決めていないと、電子メディアにはまってしまって、使いすぎてしまうからです。
二つ目は、きちんと電子メディアを使う目的を決めてから使うことです。目的を決めずに使っていると、ついついほかのアプリなどを使って電子メディアを使いすぎてしまうからです。
この二つの理由をまとめると、きちんと使う時間、電子メディアを使う目的をはっきりさせることが大事だと思いました。
家族のコミュニケーションをとるには
倉掛小学校５年　児童
電子メディアは、ふだんの生活に大変便利ですが、それとはうらはらに家族のコミュニケーションをうばってしまうもとになります。
では、どのようにつきあえばいいのでしょうか。今、活動を行っている「10オフ運動」は、上手につきあうための一つになります。なぜかというと、「10オフ運動」は夜10時いこうは、インターネットや、スマートフォンのメールの返信は行わないという活動です。なので、家族とのコミュニケーションをとることが出来るのです。また、時間を決めて使用することも大切ですね。
このように、電子メディアと上手に付き合うには、ルールを決めて向き合わないといけません。このようなルールを家族で決めて、上手に電子メディアと付き合っていきましょう。
電子メディアとのつきあい方
川内小学校５年　辻岡　瑠七
電子メディアと上手につきあうには自分で管理することが大切です。例えば、ケータイ、パソコンにフィルタリングを設定し、あやしいサイトに近づきにくくすることができます。また知らないところから届いたメールのリンク先にはアクセスせず、個人情報の入力画面では、そのサイトは本当に信用できるのか確かめると、自分の身を守ることにつながります。
このように、自己管理は電子メディアと上手につきあうには大切なものと私は考えます。
電子メディアは私たちにとって身近なものなのでこれからもたくさん関わっていくと思います。そのため電子メディアと上手につきあっていけたらいいと思います。
インターネットの便利とこわさ
五日市南小学校４年　増本　安美
インターネットは、たくさん便利な所があります。自分の調べたいことが、すぐ出てきて、すごくたよりになります。ですが、インターネットには、おそろしいヒミツもあります。例えば、知らない間にお金を使っていることがあります。とってもおそろしいです。なので私は、インターネットを使う時には、おうちの人などにちゃんときいて、あやしいのには一度やめて、きくようにしています。インターネットを使う時には、おうちの人とルールを守って使いたいです。
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